
インターネットでも議会の様子を
ご覧いただけます

 第39号

平成30年度一般会計予算（総額197億円）
平成29年度一般会計補正予算

委員会報告
条例改正、条例制定

一般質問 7人の議員が市政について質問しました

合志市議会
検 索

合志市 議会だより

 第49号

2018年２月定例会

復活！！復活！！

主
な
内
容



その他依存財源　6.2％
12億400万1千円

市債　5.2％
10億3,280万円

県支出金　9.3％
18億4,068万6千円

地方交付税　18.0％
35億5,000万円

市税　33.4％
65億8,928万7千円

自主財源
42.1％

依存財源
57.9％

その他自主財源　8.7％
17億1,008万7千円

国庫支出金
19.2％
37億7,313万9千円

※平成30年度当初予算は、本年3月市長選があったため最低限必要な経費で編成
する骨格予算です。 

　6月議会で新規の事業等について補正予算が計上される見込みです。

一般会計歳入の内訳 総額197億円
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２
月
定
例
会
は
、
２
月
５
日
（
月
）
か
ら
３

月
２
日
（
金
）
ま
で
の
26
日
間
の
会
期
で
開
き

ま
し
た
。

条
例
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
、
平
成
30
年

度
当
初
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
等
29
件
の
ほ

か
議
員
提
出
議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
ほ

か
報
告
１
件
が
あ
り
ま
し
た
。

議
決
結
果
は
、
市
長
提
出
議
案
等
27
件
が
原

案
ど
お
り
可
決
、
２
件
継
続
審
査
、
議
員
提
出

議
案
は
３
件
可
決
、
１
件
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
７
人
が
市
政
に
関
す
る
問
題

を
質
問
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
51
人
の
方
々
が
傍
聴

に
訪
れ
ま
し
た
。

2 0 1 8 g i k a i

月 日 曜 会議名 主な内容

２

５ 月 本会議
市長提出議案上程
及び説明

６ 火

本会議 一般質問７ 水

８ 木

14 水

本会議 質疑、委員会付託

予算決算
常任委員会

質疑、各分科会分担付託等

15 木
常任委員会・
分科会

付託事件の審査16 金

19 月

22 木 予算決算
常任委員会

分科会長報告、自由討議

28 水 総括質疑、討論、採決

３ ２ 金 本会議

委員会報告
（質疑、討論、表決）

議員提出議案
（上程、質疑、討論、表決）

平成30年第１回定例会日程

可決しました

会計名 平成30年度 平成29年度 増減額
一般会計 19,700,000 21,405,000 -1,705,000
国民健康保険特別会計 6,566,462 7,093,942 -527,480
後期高齢者医療特別会計 567,933 538,500 29,433
介護保険特別会計 4,380,933 4,179,017 201,916

下水道
事業会計

収益的収入 1,274,807 1,256,591 18,216
収益的支出 1,467,996 1,498,833 -30,837
資本的収入 977,125 843,594 133,531
資本的支出 1,087,729 984,726 103,003

水道
事業会計

収益的収入 830,081 814,654 15,427
収益的支出 610,468 656,963 -46,495
資本的収入 744,439 1,330,073 -585,634
資本的支出 1,375,201 1,780,471 -405,270

工業用
水道
事業会計

収益的収入 55,765 55,899 -134
収益的支出 40,289 40,422 -133
資本的収入 654 5,233 -4,579
資本的支出 4,612 5,233 -621

全会計30年度予算

下水道事業会計は、収益的収入から収益的支出を差引くと1億9,318万円の赤字
となります。上下水道運営審議会で事業を維持していくための検討が行われて
います。

（単位：千円）
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平成30年度　予算を
一般会計当初予算（歳出）合併時との比較

　　　比較年度

区分 

予算額（単位：千円） 増減額 構成率（単位：％）

平成18年度 平成30年度 30年度
　ー18年度 平成18年度 平成30年度

議会費 204,218 196,051 -8,167 1.3 1.0

総務費 2,109,218 2,115,028 5,810 13.3 10.7

民生費 4,321,344 10,063,856 5,742,512 27.2 51.0

衛生費 1,142,583 1,395,582 252,999 7.2 7.1

農林水産業費 563,231 345,761 -217,470 3.5 1.7

商工費 108,966 168,616 59,650 0.7 0.9

土木費 2,300,317 1,332,200 -968,117 14.4 6.8

消防費 584,891 641,909 57,018 3.7 3.3

教育費 2,839,612 1,651,930 -1,187,682 17.8 8.4

災害復旧費 0 566 566 0.0 0.0

公債費 1,722,197 1,768,501 46,304 10.8 9.0

予備費 22,423 20,000 -2,423 0.1 0.1

合計 15,919,000 19,700,000 3,781,000 100 100

※18年度・30年度共に骨格予算

民生費　　　予算に占める構成率は 27.2％から 51.0％と急増しています。	
平均すると毎年約 107％の伸びとなっており、今後も同程度の伸びが
見込まれることから、他の支出が圧迫されることが予測されます。

平成29年度一般会計補正予算（第6号）
補正額	 1億109万8千円減	 総額	 219億3,220万円
歳出の主なもの
社会教育施設災害復旧費	 	 9,600万円減	
総合センター（ヴィーブル）災害復旧工事費の減額です。

平成29年度一般会計補正予算（第7号）
補正額	 2億3,770万円	 総額	 221億6,990万円
歳出の内容	
都市防災総合推進事業費	 	 2億3,770万円
合志地区・野々島地区防災広場、黒石地区防災拠点センターに関連する費用です。



条  

例  

改  

正

合
志
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
こ
れ
ま
で
市
町
村
間
で
取
り
扱
い
に
差
が
あ
っ
た
被
保
険
者
資
格
の
適
用

除
外
措
置
に
つ
い
て
、
県
内
で
統
一
し
た
取
り
扱
い
と
す
る
た
め
の
改
正
。

児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
、
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
や
里

親
の
も
と
で
生
活
を
し
て
い
る
児
童
ら
で
、
民
法
の
規
定
に
よ
る
扶
養
義
務

者
の
な
い
児
童
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
し
な
い
と
す

る
も
の
。
し
か
し
実
際
は
す
で
に
、
対
象
と
な
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
児
童

福
祉
法
の
も
と
で
医
療
を
受
け
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
は

な
っ
て
い
な
い
。

可
決
可
決

合
志
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
　
　
　

　
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
住
所
地
特
例
の
規
定
が
見
直
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
の
改
正
。
住
所
地
特
例
の
規
定
と
は
、
被
保
険
者

が
県
外
の
施
設
に
入
所
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
住
ん
で
き
た
自
治
体
の
被
保
険

者
と
な
れ
る
と
い
う
も
の
。
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
入
所
し
た
施
設
の
あ
る

自
治
体
の
被
保
険
者
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
今
回
条
例
の
改
正
を

行
っ
た
。

可
決
可
決

機
構
改
革
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
　
　

　
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
機
構
改
革
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
市
役
所

の
部
の
再
編
を
行
う
た
め
の
改
正
。
５
部
か
ら
６
部
体
制
と
な
り
、
総
務

部
、
市
民
生
活
部
、
産
業
振
興
部
、
都
市
建
設
部
、
健
康
福
祉
部
、
教
育
部

と
な
る
。

合
志
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
　

　
　
職
員
定
数
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
人
事
異
動
を
勘
案
し
、
各
部
局
間
の

現
在
の
総
定
数
の
範
囲
内
で
整
理
を
行
っ
た
。

可
決
可
決

合
志
市
福
祉
会
館
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
内
の
福
祉
会
館
を
廃
止
す
る
た
め
の
条
例
。
２
０
１
８
年
４

月
の
庁
舎
一
本
化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
内
の
福
祉
会
館
の
ス

ペ
ー
ス
に
、
西
合
志
庁
舎
内
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
推
進
課
、
女
性
・
子
ど

も
支
援
室
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー 

安

心
サ
ポ
ー
ト
合
志
が
移
転
す
る
。

可
決
可
決

可
決
可
決
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議
員
提
出
議
案

合
志
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
市
役
所
の
機
構
改
革
に
伴
い
、
市
議
会
常
任
委
員
会
の
所
管
部
を
変
更
す

る
た
め
の
改
正
。

提
出
者
…
…
池
永
幸
生
議
員
ほ
か
６
名

可
決
可
決

所
有
者
不
明
の
土
地
利
用
を
求
め
る
意
見
書

　
所
有
者
不
明
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
対
応
策
に
は
、
土
地
収
用
法

に
お
け
る
不
明
裁
決
制
度
の
対
応
が
あ
り
、
所
有
者
の
氏
名
・
住
所
を
調
べ

て
も
分
か
ら
な
け
れ
ば
調
査
内
容
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
す
る
だ
け
で
収

用
裁
決
を
申
請
で
き
る
が
、
探
索
な
ど
手
続
き
に
多
大
な
時
間
と
労
力
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
所
有
者
の
探
索
の
円
滑
化
と
土
地
の
利
用

促
進
を
図
る
た
め
の
制
度
を
構
築
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

提
出
者
…
…
松
井
美
津
子
議
員
ほ
か
１１
名

可
決
可
決

日
本
政
府
が
す
み
や
か
に
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名

し
、
国
会
が
批
准
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
２
０
１
７
年
７
月
７
日
に
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
国
連
会
議
」
に
お
い

て
、
人
類
史
上
初
め
て
核
兵
器
禁
止
条
約
が
国
連
加
盟
国
の
１
２
２
か
国
の

賛
成
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
日
本
政
府
が
す
み
や
か
に
核
兵
器
禁
止

条
約
に
署
名
を
す
る
こ
と
、
衆
議
院
・
参
議
院
で
批
准
す
る
こ
と
を
求
め
る

も
の
。

提
出
者
…
…
神
田
公
司
議
員
ほ
か
４
名

自
衛
隊
機
墜
落
事
故
の
原
因
究
明
と
再
発
防
止
を

求
め
る
意
見
書

　
佐
賀
県
神
埼
市
で
発
生
し
た
自
衛
隊
ヘ
リ
の
墜
落
事
故
原
因
の
究
明
と
再

発
防
止
策
の
構
築
、
関
係
自
治
体
へ
の
飛
行
訓
練
の
日
程
お
よ
び
ル
ー
ト
の

事
前
連
絡
の
徹
底
を
国
に
求
め
る
も
の
。

　
提
出
者
…
…
坂
本
武
人
議
員
ほ
か
１１
名

可
決
可
決

合
志
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
の
人
事
院
勧
告
、
熊
本
県
人
事
委
員
会
勧
告
を
踏
ま
え
、
一
般
職
職
員

の
給
与
月
額
お
よ
び
期
末
手
当
の
引
き
上
げ
を
行
う
も
の
。

可
決
可
決

災
害
に
よ
る
被
害
者
に
対
す
る
市
税
の
減
免
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
法
律
が
こ
れ
ま
で
の
「
農
業
災
害
補
償
法
」
か
ら
「
農
業
保
険
法
」
に
題

名
改
定
さ
れ
る
た
め
、
条
例
の
所
要
を
改
正
す
る
も
の
。

可
決
可
決

合
志
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
庁
舎
一
本
化
に
伴
い
、
福
祉
部
局
の
合
志
庁
舎
へ
の
異
動
と
と
も
に
、
福

祉
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
も
の
。

可
決
可
決

否
決
否
決

合志市議会だより
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賛　否　一　覧　表
※　議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり 可＝可決 否＝否決  
※　採決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり ○＝賛成 ●＝反対 △＝退席 長＝議長（議長は、議決には加わりません。可否同数となったときは裁決権を行使します。）

平成30年第1回定例会審議結果（２月５日～３月２日）

平成30年第1回臨時会審議結果（３月20日）

　　　　　　　　　　　　　　         議　　員　　名

 

　　 議　案　等　の　名　称

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

賛　

成

反　

対
議
決
結
果

澤
田　

雄
二

野
口　

正
一

齋
藤　

正
昭

青
山　

隆
幸

大
住　

清
昭

西
嶌　

隆
博

松
本　

龍
一

後
藤　

修
一

濱
元
幸
一
郎

上
田　

欣
也

青
木　

照
美

坂
本　

早
苗

濱
口　

正
曉

神
田　

公
司

来
海　

恵
子

松
井
美
津
子

池
永　

幸
生

坂
本　

武
人

吉
永　

健
司

市
長
提
出
議
案

契

約

議1 合志市総合センター災害復旧建築主体工事請負変更契約
の締結 可 全  会  一  致 長 18 0

議2 合志市総合センター災害復旧機械設備工事請負変更契約
の締結 可 全  会  一  致 長 18 0

条

　

　

例

議3 機構改革に伴う関係条例の整理に関する条例 可 全  会  一  致 長 18 0

議4 合志市職員定数条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 18 0

議5 合志市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す
る条例 可 全  会  一  致 長 18 0

議6 災害による被害者に対する市税の減免に関する条例の一部
を改正する条例 可 全  会  一  致 長 18 0

議7 合志市福祉事務所設置条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 18 0

議8 合志市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 18 0

議9 合志市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 18 0

議10 合志市福祉会館条例を廃止する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 16 2

議27 合志市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関す
る基準等を定める条例 可 全  会  一  致 長 18 0

議28 合志市介護保険条例の一部を改正する条例 継  続  審  査

予

　

　

算

議11 平成29年度合志市一般会計補正予算（第６号） 可 全  会  一  致 長 18 0

議12 平成29年度合志市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 16 2

議13 平成29年度合志市介護保険特別会計補正予算（第３号） 可 全  会  一  致 長 18 0

議14 平成29年度合志市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可 全  会  一  致 長 18 0

議15 平成29年度合志市下水道事業会計補正予算（第３号） 可 全  会  一  致 長 18 0

議16 平成29年度合志市水道事業会計補正予算（第3号） 可 全  会  一  致 長 18 0

議17 平成29年度合志市工業用水道事業会計補正予算（第２号） 可 全  会  一  致 長 18 0

議18 平成30年度合志市一般会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 16 2

議19 平成30年度合志市国民健康保険特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 16 2

議20 平成30年度合志市介護保険特別会計予算 継  続  審  査

議21 平成30年度合志市後期高齢者医療特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 16 2

議22 平成30年度合志市下水道事業会計予算 可 全  会  一  致 長 18 0

議23 平成30年度合志市水道事業会計予算 可 全  会  一  致 長 18 0

議24 平成30年度合志市工業用水道事業会計予算 可 全  会  一  致 長 18 0

議29 平成29年度合志市一般会計補正予算（第７号） 可 全  会  一  致 長 18 0
そ
の
他

議25 合志市道路線の認定 可 全  会  一  致 長 18 0

議26 権利の放棄 可 全  会  一  致 長 18 0
報
告 報1 専決処分（損害賠償に係る額の決定）の報告 報  告  終  了

議
員
提
出
議
案

条
例議提1 合志市議会委員会条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 18 0

意 

見 

書

議提2「所有者不明の土地利用を求める意見書」の提出 可 全  会  一  致 長 18 0

議提3「日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署名し、国会が
批准することを求める意見書」の提出 否 ● ● ○ ● 〇 ● ● ● ○ ○ ● ○ ● ○ ● ● ● ● 長 6 12

議提4「自衛隊機墜落事故の原因究明と再発防止を求める意見
書」の提出 可 全  会  一  致 長 18 0

　　　　　　　　　　　　　　                 議　　員　　名

 

　　  議　案　等　の　名　称

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

賛　

成

反　

対

議
決
結
果

澤
田　

雄
二

野
口　

正
一

齋
藤　

正
昭

青
山　

隆
幸

大
住　

清
昭

西
嶌　

隆
博

松
本　

龍
一

後
藤　

修
一

濱
元
幸
一
郎

上
田　

欣
也

青
木　

照
美

坂
本　

早
苗

濱
口　

正
曉

神
田　

公
司

来
海　

恵
子

松
井
美
津
子

池
永　

幸
生

坂
本　

武
人

吉
永　

健
司

市
長
提
出
議
案

条
例

議28 合志市介護保険条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 15 3

議30 合志市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 16 2

議31 合志市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 18 0

議32
合志市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設
備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る
介護予防のための効果的な支援方法に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例

可 全  会  一  致 長 18 0

議33
合志市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに
指定介護予防支援等に係わる介護予防のための効果的な
支援方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

可 全  会  一  致 長 18 0

予
算

議20 平成30年合志市介護保険特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 15 3

議34 平成29年度合志市一般会計補正予算（第8号） 可 全  会  一  致 長 18 0
議　
　

員

提
出
議
案

意
見
書

議提5「介護保険制度の見直しに関する意見書」の提出 可 全  会  一  致 長 18 0
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【
常
任
委
員
会
】

機
構
改
革
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例

問　
今
後
の
職
員
の
人
員
計
画
は
。

答　
人
口
の
伸
び
に
対
す
る
事
務
量
の

増
加
に
よ
り
、
条
例
定
数
の
３
４
７
名

の
範
囲
内
で
計
画
を
立
て
る
。

【
分
科
会
】

平
成
29
年
度
合
志
市
一
般
会
計
補

正
予
算

（
税
務
課)

問　
消
費
相
談
事
業
補
助
金
の
補
助
割

合
の
減
に
つ
い
て
。

答　
消
費
相
談
事
業
補
助
金
全
体
が
下

が
っ
た
の
で
は
な
く
、
啓
発
事
業
の
一

部
補
助
率
が
下
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
市
民
課)

問　
社
会
保
障
、
税
番
号
制
度
シ
ス
テ

ム
補
助
金
と
シ
ス
テ
ム
改
修
に
つ
い
て
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
充
実
に

関
す
る
シ
ス
テ
ム
改
修
で
住
民
票
等
の

旧
姓
表
記
の
た
め
で
あ
る
。

（
政
策
課)

問　
西
合
志
庁
舎
周
辺
総
合
的
利
活
用

調
査
検
討
義
務
に
つ
い
て
。

答　
官
民
連
携
の
方
向
で
平
成
30
年
度

設
計
、
改
修
施
行
な
ど
、
特
定
目
的
会

社
な
ど
で
の
運
営
を
考
え
て
い
る
。

問　
黒
石
防
災
拠
点
セ
ン
タ
ー
（
案
）

に
つ
い
て
。

答　
黒
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
会
で
示
し

た
い
。

平
成
30
年
度
合
志
市
一
般
会
計
予
算

（
財
政
課)

問　
地
方
交
付
税
が
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

１
億
６
５
０
０
万
円
の
内
訳
に
つ
い
て
。

答　
特
別
交
付
税
３
５
０
０
万
円
の

減
。
普
通
交
付
税
は
１
億
３
０
０
０
万

円
の
減
。
一
本
算
定
に
向
け
た
縮
減
額

で
あ
る
。

（
環
境
衛
生
課)

問　
新
環
境
工
場
建
設
負
担
金
の
負
担

割
合
に
つ
い
て
。

答　
菊
池
環
境
保
全
組
合
よ
り
建
設
負

担
金
の
算
出
根
拠
の
説
明
を
受
け
た
。

今
後
増
加
が
予
想
さ
れ
る
本
市
の
負
担

軽
減
に
向
け
た
協
議
の
必
要
性
が
あ
る
。

（
交
通
防
災
課)

問　
防
犯
灯
整
備
事
業
に
つ
い
て
。

答　
各
区
を
通
じ
て
通
学
路
等
の
防
犯

灯
改
修
や
設
置
要
望
に
つ
い
て
学
校
教

育
課
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

（
西
合
志
庁
舎
総
合
窓
口
課)

問　
庁
舎
が
一
本
化
さ
れ
る
が
今
後
の

西
合
志
庁
舎
の
人
員
体
制
に
つ
い
て
。

答　
来
庁
者
に
手
間
を
か
け
な
い
よ
う

に
体
制
や
窓
口
の
工
夫
を
し
て
い
く
。

（
税
務
課)

問　
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税
の
算

出
に
つ
い
て
。

答　
個
人
市
民
税
は
納
税
義
務
者
、
課

税
所
得
金
額
の
伸
び
か
ら
推
計
し
、
法

人
市
民
税
は
企
業
に
予
定
納
税
額
を
確

認
し
計
上
し
て
い
る
。

（
政
策
課)

問　
ま
ん
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
企
画
、

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
。

答　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
ク
マ
マ
ン
な
ど
か
ら
ア
イ
デ
ア
を

取
り
入
れ
進
め
て
い
き
た
い
。

（
商
工
振
興
課)

問　
ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天
の
今
後
の
運
営

管
理
に
つ
い
て
。

答　
次
期
５
年
間
の
指
定
管
理
中
に
そ

の
後
の
運
営
に
つ
い
て
検
討
し
、
方
向

性
を
決
定
し
た
い
。

（
会
計
課)

問　
平
成
30
年
度
一
時
借
入
金
予
算
が

対
前
年
比
10
億
円
減
額
に
な
っ
て
い
る

事
に
つ
い
て
。

答　
平
成
29
年
度
は
熊
本
地
震
関
係
の

支
出
の
伸
び
、
平
成
28
年
度
は
繰
越
額

も
30
億
円
を
超
え
て
い
た
が
平
成
30
年

度
は
20
億
円
で
足
り
る
見
込
み
で
あ
る
。

（
監
査
委
員
事
務
局
）

問　
代
表
監
査
委
員
の
報
酬
見
直
し
に

つ
い
て
。

答　
本
年
度
は
課
数
も
増
え
る
の
で
報

酬
や
従
事
日
数
を
勘
案
し
て
協
議
し
て

い
く
。

総務常任委員会・
予算決算常任委員会総務分科会

委員長	 松井美津子
委　員	 池永　幸生
委　員	 坂本　武人

副委員長	 神田　公司
委　員	 齋藤　正昭
委　員	 野口　正一

新環境工場完成イメージ図

ユーパレス弁天
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【
常
任
委
員
会
】

平
成
29
年
度
合
志
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

問　
資
本
的
支
出
・
建
設
改
良
費
の
委

託
料
及
び
工
事
請
負
費
の
減
額
に
関
す

る
詳
細
は
。

答　
木
原
野
配
水
池
施
設
整
備
事
業
の

委
託
料
及
び
工
事
請
負
費
を
精
査
し
た

こ
と
に
よ
る
減
額
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
合
志
市
下
水
道
事
業
会

計
予
算

問　
資
本
的
収
入
・
受
益
者
負
担
金
の

計
上
に
関
し
、
前
年
度
よ
り
倍
増
し
て

い
る
が
要
因
は
。

答　
竹
迫
地
区
開
発
及
び
自
衛
隊
演
習

場
付
近
の
開
発
に
よ
り
増
額
と
な
っ
た
。

【
分
科
会
】

平
成
29
年
度
合
志
市
一
般
会
計
補
正

予
算

（
生
涯
学
習
課
）

問　
消
耗
品
等
の
減
額
に
関
連
し
、
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
参
加
者
が
少
な
か
っ
た

理
由
は
。

答　
小
学
校
の
土
曜
授
業
と
重
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
翌
年
度
以
降
行
事
の
調

整
を
事
前
に
行
い
た
い
。

（
農
業
委
員
会)

問　
旅
費
の
執
行
残
の
額
が
大
き
い
が

理
由
は
何
か
。

答　
農
業
委
員
総
会
、
農
業
委
員
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
の
合
同
勉

強
会
、
県
が
行
う
研
修
会
に
参
加
が
少

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

（
都
市
計
画
課)

問　
合
生
住
宅
建
替
え
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ

Ｆ
Ｉ
の
導
入
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
今

後
の
計
画
・
検
討
は
。

答　
結
果
報
告
書
の
提
出
を
受
け
、
庁

内
委
員
会
、
学
識
経
験
者
等
に
よ
る
検

討
委
員
会
に
よ
る
検
討
を
行
う
。

（
建
設
課)

問　
道
路
新
設
改
良
費
の
公
有
財
産
購

入
費
の
減
額
理
由
は
。

答　
当
初
、
雨
水
排
水
を
道
路
拡
幅
に

よ
り
対
応
を
予
定
し
て
い
た
が
、
現
地

に
て
再
調
査
を
行
い
、
道
路
の
拡
幅
は

必
要
で
な
く
、
道
路
の
高
さ
の
調
整
に

よ
り
対
応
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
用
地

買
収
が
不
要
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
減

額
補
正
で
あ
る
。

（
学
校
教
育
課)

問　
小
中
学
校
新
設
事
業
の
今
後
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
設
計
施
工
一
括
発
注
（
デ
ザ
イ
ン

ビ
ル
ド
）
の
公
募
を
平
成
30
年
３
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
行
い
、
事
業
者
選
定
及

び
契
約
を
夏
頃
に
見
込
ん
で
い
る
。
用

地
取
得
に
つ
い
て
は
平
成
30
年
12
月
頃

に
財
務
省
と
契
約
し
た
い
。
ま
た
、
敷

地
造
成
及
び
校
舎
建
築
に
つ
い
て
は
約

２
年
間
の
工
期
で
工
事
完
成
目
標
を
平

成
32
年
12
月
末
と
し
て
い
る
。

平
成
30
年
度
合
志
市
一
般
会
計
予
算

（
人
権
啓
発
教
育
課)

問　
人
権
意
識
に
関
す
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
質
問
事
項
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
前
回
と
同
じ
質
問
を
行
い
比
較
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
が
、
５
年
前
と

は
人
権
に
関
す
る
社
会
情
勢
も
変
化

し
て
い
る
の
で
、「
合
志
市
部
落
差
別

等
を
な
く
し
人
権
を
守
る
審
議
会
」
の

方
々
に
内
容
を
精
査
し
て
い
た
だ
き
、

市
民
の
声
を
受
け
な
が
ら
作
成
し
て
い

き
た
い
。

（
学
校
教
育
課)

問　
小
学
校
英
語
指
導
講
師
配
置
事
業

に
つ
い
て
、
来
年
度
よ
り
小
学
校
の
英

語
教
科
化
移
行
に
伴
い
、
英
語
指
導

講
師
を
２
名
増
員
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
予
算
の
財
源
は
一
般
財
源
で
あ
る
。

国
の
補
助
制
度
等
は
無
い
の
か
。

答　
市
町
村
に
対
す
る
国
か
ら
の
補
助

金
制
度
等
は
無
い
が
、国
に
お
い
て
全
国

で
英
語
教
師
１
０
０
０
人
規
模
の
人
員

を
各
小
学
校
配
置
に
す
る
計
画
が
あ
る
。

（
建
設
課)

問　
骨
格
予
算
の
関
係
で
、
道
路
関
係

予
算
が
前
年
度
に
対
し
減
額
に
な
る
理

由
は
。

答　
道
路
関
係
予
算
の
う
ち
、
維
持
管

理
費
に
つ
い
て
は
満
額
を
計
上
し
て
い

る
が
、
道
路
の
新
設
や
舗
装
の
打
ち
替

え
工
事
等
に
つ
い
て
は
、
６
月
補
正
を

予
定
し
て
い
る
。

（
農
政
課)

問　
た
め
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

い
て
説
明
し
て
ほ
し
い
。

答　
県
が
人
的
被
害
が
予
想
さ
れ
る
と

位
置
付
け
て
い
る
３
カ
所
の
た
め
池
に

１
０
０
％
の
県
補
助
事
業
で
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
製
す
る
。

文教経済常任委員会・
予算決算常任委員会文教経済分科会

委員長	 後藤　修一
委　員	 坂本　早苗　
委　員	 松本　龍一

副委員長	 上田　欣也
委　員	 青木　照美
委　員	 澤田　雄二

木原野配水池

市道高木線
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【
常
任
委
員
会
】

合
志
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　
福
祉
事
務
所
が
合
志
庁
舎
に
移
転

す
る
こ
と
に
伴
い
、
今
ま
で
西
合
志
庁

舎
で
相
談
さ
れ
て
い
た
方
へ
の
対
応
は

考
え
て
い
る
の
か
。

答　
西
合
志
庁
舎
に
は
総
合
窓
口
課
が

残
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
連
携
を
と
り

対
応
し
た
い
。
ま
た
社
会
福
祉
協
議
会

と
も
連
携
を
と
り
、
相
談
者
を
福
祉
事

務
所
へ
つ
な
ぐ
等
の
方
法
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

平
成
30
年
度
合
志
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

問　
都
道
府
県
化
に
よ
る
制
度
改
正
に

伴
い
、
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入

金
に
つ
い
て
計
上
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国

保
財
政
調
整
基
金
に
よ
り
補
填
を
行
う

よ
う
だ
が
、
引
き
続
き
法
定
外
繰
入
を

行
う
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

答　
こ
れ
ま
で
一
般
会
計
か
ら
の
法
定

外
繰
入
に
よ
り
補
填
を
行
っ
て
き
た
が
、

国
保
財
政
調
整
基
金
の
積
み
立
て
が
あ

る
た
め
し
ば
ら
く
は
基
金
に
て
補
填
を

行
い
た
い
。
法
定
外
繰
入
や
税
率
の
改

定
に
つ
い
て
は
、
制
度
改
正
後
の
状
況

を
見
極
め
た
上
で
検
討
し
た
い
。

【
反
対
討
論
】
一
般
会
計
か
ら
の
法
定

外
繰
入
を
廃
止
し
て
い
る
た
め
反
対
で

あ
る
。

【
賛
成
討
論
】
市
民
の
負
担
を
抑
え
る

た
め
の
基
金
繰
り
入
れ
で
あ
る
た
め
賛

成
で
あ
る
。

【
分
科
会
】

平
成
29
年
度
合
志
市
一
般
会
計
補
正

予
算

（
福
祉
課
）

問　
時
間
外
勤
務
手
当
に
関
連
し
て
、

生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
業
務
量

が
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
と
考
え
る
が

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

答　
人
事
班
に
も
状
況
を
説
明
し
、
増

員
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

（
子
育
て
支
援
課
）

問　
延
長
保
育
に
つ
い
て
補
助
金
の
交

付
対
象
に
な
る
の
は
。

答　
１
時
間
延
長
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

１
日
平
均
６
人
以
上
預
か
っ
た
場
合
で

あ
り
、
30
分
延
長
は
、
同
１
人
以
上
預

か
っ
た
場
合
に
対
象
と
な
る
。

平
成
30
年
度
合
志
市
一
般
会
計
予
算

（
福
祉
課
）

問　
生
活
保
護
の
制
度
、
申
請
の
方
法

等
に
つ
い
て
も
っ
と
発
信
し
て
い
く
べ

き
で
は
。

答　
生
活
保
護
制
度
の
周
知
を
、
く

ら
し
の
便
利
帳
で
行
う
。
ま
た
、
申
請

の
方
法
は
、
ま
ず
生
活
困
窮
者
の
相
談

窓
口
で
対
応
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
生
活

保
護
担
当
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
へ
つ
な

げ
る
。

（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）

問　
こ
こ
ろ
の
相
談
事
業
の
委
託
料
が

前
年
度
と
同
額
だ
が
、
相
談
件
数
は
落

ち
着
い
て
い
る
の
か
。

答　
専
門
医
へ
の
相
談
人
数
は
１
回
当

た
り
９
～
10
人
程
度
で
推
移
し
て
い

る
。
そ
れ
以
外
の
電
話
相
談
等
の
支
援

は
保
健
師
が
実
施
し
て
い
る
。

（
子
育
て
支
援
課
）

問　
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
利
用

に
つ
い
て
、
予
算
増
額
の
要
因
は
。

答　
熊
本
市
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い

る
た
め
熊
本
市
内
の
施
設
も
利
用
で

き
、
熊
本
市
内
の
施
設
利
用
者
が
増
え

て
い
る
こ
と
に
よ
る
増
額
で
あ
る
。

（
高
齢
者
支
援
課
）

問　
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
減
少
を
防
ぐ
た

め
の
施
策
は
。

答　
１
月
に
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
活
性
化

に
向
け
た
提
言
書
を
作
る
た
め
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
３
月
に
研
修
を
予
定
し

て
い
る
。

健康福祉常任委員会・
予算決算常任委員会健康福祉分科会

委員長	 西嶌　隆博
委　員	 濱元幸一郎
委　員	 青山　隆幸

副委員長	 来海　恵子
委　員	 大住　清昭
委　員	 濱口　正曉

老人クラブ活性化にかかる提言書検討委員会

レンガの家
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【
審
議
日
程
】

●
平
成
30
年
２
月
14
日
（
水
）
予
算
決

算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）
質
疑
及
び

分
科
会
（
総
務
分
科
会
、
文
教
経
済
分

科
会
、
健
康
福
祉
分
科
会
）
を
設
置
し

付
託
事
件
の
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

●
平
成
30
年
２
月
15
日
（
木
）、
16
日

（
金
）、
19
日
（
月
）
予
算
決
算
常
任
委

員
会
（
各
分
科
会
）
３
分
科
会
に
よ
る

審
査
を
行
っ
た
。

●
平
成
30
年
２
月
22
日
（
木
）
予
算
決

算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）
分
科
会
長

報
告
、
自
由
討
議
に
よ
る
分
科
会
長
報

告
に
対
す
る
質
疑
及
び
総
括
質
疑
事
項

の
選
定
を
行
っ
た
。

●
平
成
30
年
２
月
28
日
（
水
）
予
算
決

算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）

総
括
質
疑
・
討
論
・
表
決

【
総
括
質
疑
】

新
環
境
工
場
建
設
負
担
金
の
負
担
割

合
に
つ
い
て

問　
①
新
環
境
工
場
の
建
設
総
事
業
費

及
び
、
償
還
計
画
の
確
認

②
現
行
管
理
運
営
費
負
担
割
合
に
よ

る
、
償
還
完
了
時
に
お
け
る
本
市
負
担

分
総
額
（
相
対
他
市
町
）
の
予
測
確
認

③
組
合
立
に
よ
る
大
規
模
施
設
新
設
費

用
の
公
平
分
担
の
あ
り
方
及
び
、
建
設

費
負
担
割
合
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
確
認

④
「
ご
み
減
量
化
計
画
」
と
ご
み
負
担

割
合
の
見
直
し
に
よ
る
、
今
後
の
ご
み

処
理
費
用
軽
減
対
策
の
確
認

答　
建
設
事
業
費
の
総
額
見
込
み
は
約

２
４
７
億
円
で
償
還
開
始
後
、
自
治
体

負
担
金
は
年
間
約
10
億
円
程
度
の
増
額

が
予
測
さ
れ
る
。
償
還
計
画
に
つ
い
て

も
、
15
年
の
償
還
期
間
で
管
理
運
営
も

併
せ
る
と
、
合
志
市
95
億
円
、
菊
池
市

82
億
円
、
菊
陽
町
76
億
円
、
大
津
町

67
億
円
の
負
担
が
予
測
さ
れ
る
。
負
担

割
合
軽
減
に
関
し
て
は
「
ご
み
減
量
化

計
画
」
に
基
づ
き
、
総
量
軽
減
に
努
め

る
上
で
、
ご
み
袋
の
料
金
改
定
も
考
慮

す
る
時
期
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、
構
成

市
町
負
担
割
合
基
準
に
つ
い
て
も
、
関

係
各
市
町
と
慎
重
な
協
議
を
重
ね
る
べ

き
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
際
必
要
な
パ

タ
ー
ン
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
財
政
課

も
交
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天
に
関
し
て
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
①
合
併
後
の
ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天
の

本
市
に
お
け
る
存
在
意
義
及
び
、
運
営

維
持
に
係
る
経
費
推
移
の
確
認

②
今
後
の
運
営
計
画
及
び
、次
期
指
定
管

理
期
間
中
の
優
先
的
検
討
項
目
の
確
認

答　
ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天
は
、
設
立
当
初

の
目
的
を
図
る
事
業
を
今
日
も
展
開

し
て
お
り
、
そ
の
存
在
意
義
は
合
併

後
も
本
市
の
掲
げ
る
「
健
康
都
市
こ
う

し
」
と
合
致
し
て
い
る
と
考
え
る
。
平

成
26
年
度
か
ら
30
年
度
の
５
カ
年
に
つ

い
て
の
運
営
維
持
管
理
経
費
の
総
額
は

１
億
５
８
７
万
円
に
及
ぶ
が
、
熊
本
地

震
復
旧
の
費
用
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

今
後
の
運
営
計
画
に
つ
い
て
は
、
公
益

性
と
収
益
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、「
直

営
方
式
」「
指
定
管
理
方
式
」「
譲
渡
方

式
」
の
３
パ
タ
ー
ン
の
比
較
検
討
を
中

心
に
北
熊
本
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
通
で
期

待
さ
れ
る
環
境
変
化
や
経
済
効
果
等
も

十
分
想
像
し
な
が
ら
、
財
政
負
担
の
軽

減
か
つ
地
域
の
理
解
を
得
ら
れ
る
計
画

を
提
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

女
性
・
子
ど
も
支
援
室
の
相
談
体
制

の
充
実
に
つ
い
て

問　
①
女
性
・
子
ど
も
支
援
室
の
相
談

実
績
の
推
移
及
び
、
次
年
度
相
談
体
制

の
適
正
認
識
の
有
無
の
確
認

②
想
定
さ
れ
る
重
篤
ケ
ー
ス
に
対
応
可

能
な
職
員
配
置
の
必
要
性
の
確
認

③
本
庁
方
式
移
行
後
の
西
合
志
総
合
窓

口
課
に
お
け
る
、
同
相
談
体
制
の
維
持

ま
た
は
新
設
の
必
要
性
の
確
認

答　
相
談
件
数
に
つ
い
て
は
急
増
傾
向

に
あ
り
、
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
に
関
す
る
相
談

が
約
半
数
を
占
め
て
い
る
状
況
で
、
次

年
度
は
警
察
官
Ｏ
Ｂ
を
配
置
す
る
こ
と

で
相
談
体
制
の
強
化
を
図
り
た
い
。
相

談
内
容
に
関
し
て
は
困
難
事
例
も
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
配
置

職
員
の
研
修
会
参
加
等
、
よ
り
専
門
的

な
知
識
の
習
得
に
も
努
め
る
と
同
時
に
、

５
月
か
ら
の
庁
舎
一
本
化
に
伴
う
西
合

志
総
合
窓
口
課
に
お
け
る
同
相
談
の
対

応
に
つ
い
て
も
、
２
名
の
増
員
を
予
定

し
て
お
り
、
地
域
対
象
者
の
相
談
窓
口

は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

新
設
校
の
開
校
時
期
の
確
認
及
び
施

行
管
理
体
制
に
つ
い
て

問　
①
設
計
施
工
一
括
発
注
（
デ
ザ
イ

ン
ビ
ル
ド
）
方
式
の
一
般
的
特
性
及
び
、

採
用
理
由
の
再
確
認

②
社
会
情
勢
ま
た
は
Ｄ
Ｂ
方
式
の
特
性

が
不
利
に
作
用
し
た
場
合
に
お
け
る
補

完
策
の
有
無
の
確
認

答 

デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
は
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、
工
期
短
縮
や
コ
ス
ト
削
減

効
果
等
が
あ
る
一
方
、
入
札
、
契
約
時

の
透
明
性
の
確
保
困
難
や
業
者
間
の

認
識
齟
齬
に
よ
る
増
額
リ
ス
ク
が
デ
メ

リ
ッ
ト
と
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
数
の
増

加
に
対
す
る
既
存
校
の
校
舎
面
積
に
鑑

み
れ
ば
平
成
33
年
４
月
開
校
は
必
至
な

た
め
、
本
方
式
採
用
に
至
っ
た
。
補
正

予
算
計
上
通
り
、
事
業
の
執
行
・
管
理

に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を
払
う
所
存

だ
が
、
仮
に
想
定
し
に
く
い
事
象
等
に

よ
る
債
務
負
担
行
為
額
の
オ
ー
バ
ー
が

発
生
し
た
場
合
に
対
し
て
も
、
６
月
議

会
に
お
い
て
増
額
し
た
債
務
負
担
行
為

を
設
定
し
、
Ｄ
Ｂ
方
式
の
再
募
集
で
こ

れ
に
あ
た
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現

時
点
で
開
校
時
期
を
最
優
先
に
進
め
る

決
意
に
変
わ
り
は
な
い
。

予算決算常任委員会報告
委員長	 坂本　武人

委　員	 議長を除く全議員	

副委員長	 池永　幸生



委 員 会 研 修 報 告

東久留米市　本会議場

吹田市議会　本会議場

堺市議会

多摩市議会

議会広報調査特別委員会
平成30年2月1～2日　東京都多摩市・東久留米市

　
編
集
委
員
６
名
、
発
行
回
数
年
４

回
、配
布
数
市
内
全
戸
約
５
万
部（
宅

配
業
者
委
託
）、
規
格
Ａ
４
判
（
16

ペ
ー
ジ
）、
予
算
＝
印
刷
製
本
費

2
6
0
万
円
、
配
布
委
託
料
は
市
広

報
か
ら
の
支
出
に
つ
き
議
会
費
充
当

な
し

特
徴
　
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
が
殆
ど
の
東

京
の
議
会
に
お
い
て
、
予
算
増
額
を

伴
い
な
が
ら
も
Ａ
４
冊
子
版
に
規
格

変
更
し
た
の
は
、
見
や
す
い
紙
面
と

保
管
性
の
確
保
が
主
な
理
由
と
の
こ

と
。
内
容
に
関
し
て
も
、
定
例
会
の

議
決
過
程
の
掲
載
に
よ
り
、
潤
沢
な

紙
面
量
を
活
か
し
、
議
会
や
委
員
会

の
活
動
レ
ポ
ー
ト
を
柱
に
市
民
の
関

心
事
に
お
け
る
各
会
派
の
意
見
表
示

等
会
期
外
の
議
員
の
仕
事
を
意
図
的

に
発
信
し
て
い
る
。

　
編
集
委
員
７
名
、
発
行
回
数
年
４

回
、
配
布
数
市
内
全
戸
約
５
万
３
千

部
（
宅
配
業
者
委
託
）、
規
格
タ
ブ

ロ
イ
ド
版
（
８
ペ
ー
ジ
モ
ノ
ク
ロ
及

び
カ
ラ
ー
）、
予
算
＝
印
刷
製
本
費

67
万
円
、
配
布
委
託
料
75
万
円

特
徴
　
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
議
会

全
般
の
情
報
を
伝
え
る
の
は
元
々
困

難
と
い
う
判
断
の
下
、
多
く
の
市
民

に
関
わ
り
が
強
い
で
あ
ろ
う
予
算
や

条
例
を
２
、
３
件
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
掲
載
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
ほ

か
、
見
出
し
や
写
真
を
大
き
く
配
置

す
る
こ
と
で
メ
リ
ハ
リ
あ
る
紙
面
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
議
会
報
だ

け
で
全
て
の
情
報
を
市
民
に
認
識
頂

く
意
図
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
基
本
議

員
個
人
で
活
動
報
告
す
る
こ
と
が
東

京
や
都
市
部
の
常
識
と
の
こ
と
。

事
件
名

①
議
会
運
営
に
係
る
こ
と

②
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

二
項
目
を
今
回
の
研
修
の
主
目
的
と

し
て
、
調
査
を
行
っ
た
。

１
月
16
日
大
阪
府
吹
田
市

　
吹
田
市
で
は
、
議
運
の
中
に
小
協

議
会
を
設
置
、
委
員
会
で
決
定
さ
れ

た
所
管
事
項
に
つ
い
て
調
査
、
検
討

を
行
う
も
の
で
、「
議
員
の
任
期
」「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
」「
配
布
資
料

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
」
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
協
議
が
な
さ
れ
、
議
会
改
革

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
感
じ
ら

れ
た
。
ま
た
委
員
会
か
ら
の
市
へ
の

提
言
は
、
テ
ー
マ
が
具
体
的
で
協
議

結
果
が
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
、

市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
た
。
長

期
欠
席
議
員
の
報
酬
削
減
に
つ
い
て

も
気
兼
ね

な
く
治
療

に
専
念
で

き
る
よ
う

な
配
慮
か

ら
定
め
ら

れ
た
。
本

市
で
も
研

究
を
進
め

る
必
要
性

を
感
じ
た
。

１
月
17
日
　
大
阪
府
堺
市

　
堺
市
で
は「
議
会
力
向
上
会
議
」に

つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。こ
の
会
議

で
は
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
作
業

の
ほ
か
、議
決
事
件
の
追
加
、研
修
の

充
実
、
委
員
間
討
議
の
導
入
等
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
議
会
機
能
の
強
化
、

議
会
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
た
。合
志
市
議
会
と
し
て
、

議
会
改
革
に
取
り
組
む
た
め
に
も
、

小
議
会
や
、議
会
力
向
上
会
議
な
ど
、

議
決
事
件
の

追
加
、
研
修

の
充
実
、
ま

た
委
員
会
討

議
の
導
入
で

意
見
を
述
べ

る
な
ど
今
後

さ
ら
に
研
鑽

を
重
ね
る
べ

き
と
感
じ
ら

れ
た
。

１
月
18
日
　
兵
庫
県
神
戸
市
「
人
と

防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」

　
本
市
議
会
で
は
昨
年
６
月
に
合
志

市
議
会
災
害
対
策
支
援
本
部
設
置
要

綱
を
定
め
、
市
議
会
と
し
て
の
非
常

時
の
支
援
及
び
議
会
運
営
の
体
制
を

整
備
し
た
。今
回
、
改
め
て
地
震
と
災

害
に
対
す
る
防
災
と
減
災
へ
の
取
り

組
み
へ
の
想
い
を
強
く
す
る
と
と
も

に
、災
害
時
の
議
会
運
営
に
つ
い
て
さ

ら
に
研
究
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
同
施
設
の
視
察
を
行
っ
た
。

【視察委員】 委員長　坂本　武人 副委員長 濱元幸一郎
 委　員　松本　龍一 委　員 青山　隆幸
 委　員　野口　正一 委　員 澤田　雄二

議会運営委員会
１月16～18日　大阪府吹田市・大阪府堺市・兵庫県神戸市

【視察委員】 委員長　池永　幸生 副委員長　濱口　正曉
 委　員　坂本　武人 委　員　松井美津子
 委　員　坂本　早苗 委　員　後藤　修一
 委　員　西嶌　隆博 議　長　吉永　健司

２
月
１
日
　
多
摩
市
議
会

２
月
２
日
　
東
久
留
米
市
議
会

合志市議会だより
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新
年
度
の
予
算
書
に
は
健
康
ま
つ

り
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今

年
は
健
康
ま
つ
り
を
実
施
し
な
い
の
か
。

政
策
課
長　

市
の
祭
り
は
合
併
以
降
形
を

変
え
な
が
ら
市
民
祭
り
、
夏
祭
り
、
秋
祭

り
等
毎
年
開
催
し
て
き
た
。
こ
こ
２
回
は

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
こ
う
し
」
の
主
催

に
よ
り
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
で
健
康
ま
つ

り
を
開
催
し
て
い
る
。
30
年
度
は
一
旦
リ

セ
ッ
ト
し
検
討
を
行
う
。
今
回
開
催
し
な

い
と
い
う
事
で
な
く
、
実
施
す
べ
き
内
容

が
固
ま
れ
ば
補
正
予
算
に
計
上
し
た
い
。

 

当
初
の
主
催
は
「
祭
り
実
行
委
員

会
」
だ
っ
た
が
、
最
近
は
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス

シ
テ
ィ
こ
う
し
」
と
な
っ
て
い
る
。
健
康

ま
つ
り
に
健
康
福
祉
部
、
生
涯
学
習
課
等

も
関
わ
っ
て
い
な
い
。
業
者
に
依
頼
し
派

手
な
宣
伝
を
し
て
も
参
加
者
は
増
え
な
い
。

庁
内
部
局
の
連
携
、
多
く
の
市
民
団
体
の

協
力
が
不
可
欠
で
は
。

　

ま
た
健
康
ま
つ
り
と
同
時
開
催
さ
れ
て

い
る
エ
コ
ま
つ
り
は
環
境
衛
生
課
と
一
緒

に
参
加
団
体
が
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

協
力
し
て
い
る
。
健
康
に
環
境
は
欠
か
せ

な
い
要
素
だ
。
エ
コ
ま
つ
り
を
健
康
ま
つ

り
に
一
本
化
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
外

部
委
託
を
実

施
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
が
多

く
、
内
部
的

に
精
査
し
検

討
し
た
い
。

健
康
ま
つ
り

は
継
続
し
た

い
と
思
っ
て

い
る
。 

女
性
管
理
職
登
用
状
況
は
。

総
務
課
長　

現
在
課
長
級
以
上
は
４
名
。

退
職
者
が
あ
り
、
女
性
職
員
を
対
象
に

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
等
を
実
施
し
た
い
。

 

男
性
の
育
児
休
業
１
０
０
％
取
得

の
企
業
も
あ
る
が
、
市
役
所
内
の
男
性
職

員
の
育
児
休
業
取
得
状
況
は
。

総
務
課
長　

こ
れ
ま
で
平
成
21
年
度
１
名

の
男
性
職
員
が
取
得
し
て
い
る
。

市
役
所
内
の
男
女
共
同
参
画
推
進
は
？

 

「
合
志
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
に
含
ま
れ
る
「
肥
後
六

華
の
會
」
は
当
初
の
計
画
通
り
の
成
果
が

上
が
っ
て
い
る
か
。

政
策
課
長　

民
間
主
導
で
市
民
の
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
と
い

う
基
本
目
標
で
女
性
の
起
業
20
件
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
２
年
半
で
現

在
３
件
の
実
績
で
あ
る
。
多
く
の
課
題
が

見
え
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。

 

目
標
の
見
直
し
は
考
え
な
い
か
。

政
策
課
長　

女
性
活
躍
を
推
進
、
支
援
す

る
人
材
の
確
保
に
よ
り
、指
標
の
達
成
に
向

け
て
取
り
組
み
た
い
。

 

設
置
さ
れ
た
経
緯
と
設
置
後
の
変

更
点
及
び
成
果
に
つ
い
て
。

企
画
課
長　

法
改
正
に
よ
り
平
成
27
年
５

月
に
設
置
。
市
長
と
教
育
委
員
会
が
相

互
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
よ
り
一
層
民
意

を
反
映
し
た
教
育
行
政
を
推
進
す
る
た
め

調
整
を
行
う
場
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
主
に

教
育
委
員
会
が
教
育
行
政
を
担
っ
て
き
た

が
、
設
置
に
よ
り
民
意
を
代
表
す
る
市
長

が
、
直
接
教
育
行
政
に
意
見
す
る
場
が
で

き
た
こ
と
で
連
携
が
深
ま
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
課
長　

教
育
行
政
に
お
け
る
責

任
体
制
が
明
確
化
さ
れ
、
迅
速
な
危
機
管

理
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

教
育
長　

新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
す
る

た
め
、
市
内
小
中
学
校
す
べ
て
の
教
室
に

電
子
黒
板
、教
師
用
パ
ソ
コ
ン
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
設
置
す
る
方
向
に
な
っ
た
。

 

対
前
年
比
で
減
少
し
て
い
た
が
、

今
年
度
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
原
因
は
。

環
境
衛
生
課
長　

被
災
家
屋
の
公
費
解
体

が
28
年
度
よ
り
29
年
度
の
方
が
多
か
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
る
と
考
え
る
。

 

ご
み
袋
単
価
の
引
き
上
げ
は
。

環
境
衛
生
課
長　

負
担
の
公
平
性
と
減
量

化
を
考
慮
し
て
進
め
た
い
。

総
合
教
育
会
議
に
つ
い
て

さ
ら
な
る
ご
み
減
量
化
は
可
能
か

健
康
ま
つ
り
は
中
止

す
る
の
か
？

「
肥
後
六
華
の
會
」

　

活
動
の
成
果
を
問
う

坂
本
　
早
苗	

議
員

上
田
　
欣
也	

議
員

議場内の肥後六華

KOSHI 健康まつり
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「
小
中
学
校
新
設
施
設
整
備
・
維

持
管
理
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
」
が
成
立
し
な
か
っ

た
要
因
は
。

学
校
教
育
課
長　

要
因
は
近
年
の
社
会
情

勢
と
し
て
災
害
か
ら
の
復
興
工
事
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
建
設
工
事
等
に
よ
る
資

材
高
騰
や
労
務
価
格
の
高
騰
が
考
え
ら

れ
る
。 

合
志
市
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
本

当
に
理
解
し
て
い
た
の
か
。
内
閣
府
や
こ

れ
を
受
託
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依
拠

し
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
。

政
策
部
長　

合
志
市
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
基
本
方

針
を
作
っ
て
お
り
、
施
設
の
新
築
、
改
築

を
内
容
と
す
る
事
業
、
か
つ
施
設
整
備
に

要
す
る
経
費
が
お
お
む
ね
20
億
円
以
上
の

も
の
は
検
討
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

 

不
成
立
も
あ
る
と
い
う
認
識
は
し

て
い
た
の
か
。

政
策
部
長　

結
果
と
し
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

は
成
り
立
た
な
か
っ
た
。

 

実
施
方
針
の
公
表
か
ら
約
１
年
が

過
ぎ
、教
育
委
員
会
や
合
志
市
の
執
行
部
の

も
と
に
は
設
計
図
も
何
も
な
い
。今
後
は
。

学
校
教
育
課
長　

児
童
生
徒
数
、
学
校
施

設
の
現
状
を
考
え
る
と
分
離
新
設
校
の
必

要
性
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
当
初
の
開
校

年
度
平
成
33
年
４
月
を
優
先
し
た
整
備
方

法
を
検
討
し
た
結
果
、
設
計
施
工
の
一
括

発
注
方
式
と
し
た
い
。

 

市
長
の
決
意
は
。

市
長　

開
校
時
期
を
間
に
合
わ
せ
る
決
意

で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
い
う
慣
れ
な
い
発

注
の
在
り
方
、わ
か
り
に
く
い
シ
ス
テ
ム
。

Ｖ
Ｆ
Ｍ
に
つ
い
て
は
誰
も
説
明
し
な
い
。

結
果
論
と
は
言
え
、
こ
の
１
年
間
は
「
失

わ
れ
た
１
年
」
と
な
っ
た
。
専
門
職
員
の

採
用
の
検
討
は
。

市
長　

29
年
度
か
ら
一
人
嘱
託
と
い
う
形

で
１
級
建
築
士
と
施
工
管
理
を
両
方
持
っ

て
い
る
方
に

来
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

30
年
度
は
、

管
財
課
を
作

る
の
で
、
そ

の
中
で
一
緒

に
チ
ェ
ッ
ク
、

あ
る
い
は
提

言
、
提
案
を

い
た
だ
く
。

 

文
科
省
の
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

に
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
生
徒
へ
の
配
慮

が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
本
市
の
対
応
は
。

学
校
教
育
課
長　

人
権
教
育
の
中
で
、
多

様
な
生
き
方
を
認
め
合
い
共
に
生
き
る
力

を
育
む
学
習
を
行
い
、
い
じ
め
や
差
別
を

許
さ
な
い
学
校
、
学
級
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

 

本
市
に
お
い
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
へ

の
お
も
て
な
し
の
視
点
を
伺
う
。

人
権
啓
発
教
育
課
長　
「
レ
イ
ン
ボ
ー
フ

ラ
ッ
グ
」
は
職
員
や
市
民
へ
の
啓
発
を
行

い
、
窓
口
全
体
に
つ
い
て
設
置
検
討
と
な

る
。
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

ト
イ
レ
対
応
に

つ
い
て
は
、
各

公
共
施
設
に

（
だ
れ
で
も
ト

イ
レ
）
の
表
示

を
進
め
て
い
き

た
い
。 

本
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

企
画
課
長　

平
成
30
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
目
指
し
、
ホ
ー
ム
画
面
の
構
成
や
追

加
す
る
各
種
機
能
な
ど
の
検
討
を
進
め
高

齢
者
や
、
障
が
い
者
の
方
へ
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
に
配

慮
し
た
構
成
に
な
る
よ
う
工
夫
す
る
。

 

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
接
客

の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
課
長　

障
が
い
者
差
別
解
消
法
が
施

行
さ
れ
、
自
治
体
の
日
常
業
務
に
お
い
て

合
理
的
配
慮
が
義
務
と
な
っ
た
た
め
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
後
、
全
職
員
の
研
修

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

８
０
５
０
問
題
と
い
う
言
葉
が
生

ま
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
支
援
の
構
築
を

伺
う
。

福
祉
課
長　

家
族
の
困
り
ご
と
を
把
握
し
、

安
心
サ
ポ
ー
ト
合
志
や
関
係
各
課
、
関
係

機
関
で
連
携
し
た
相
談
支
援
体
制
の
構
築

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
に
つ
い
て

合
志
市
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を

理
解
し
て
い
た
の
か

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
支
援
す
る

取
り
組
み

神
田
　
公
司	

議
員

松
井
美
津
子	

議
員

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て

小中学校予定地（医療刑務所跡地）

同企連 LGBT 研修
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熊
本
地
震
で
合
志
市
は
７
千
件
を

超
え
る
住
宅
被
害
が
発
生
し
た
。
本
来
被

災
し
た
全
て
の
家
屋
が
罹
災
証
明
書
発
行

の
対
象
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。
合
志
市
内

の
空
き
家
に
対
し
て
罹
災
証
明
書
が
し
っ

か
り
発
行
さ
れ
た
の
か
。
被
災
し
た
空
き

家
の
件
数
は
把
握
し
て
い
る
か
。

交
通
防
災
課
長　

住
家
の
被
災
に
は
罹
災

証
明
書
、
空
き
家
を
含
む
そ
の
他
の
施
設

に
つ
い
て
被
災
証
明
書
を
発
行
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。
合
志
市
で
は
被
災
証
明
書
を

設
定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
公
費
解
体

の
基
準
と
す
る
た
め
に
、
内
閣
府
の
「
住

家
被
害
認
定
調
査
の
手
引
き
」
を
準
用
し

た
。
熊
本
地
震
で
は
被
災
し
た
非
住
家
で

６
９
４
件
、う
ち
市
が
把
握
し
て
い
る
空
き

家
64
件
に
罹
災
証
明
書
を
発
行
し
て
い
る
。

 

罹
災
証
明
書
の
発
行
は
自
治
事

務
。
空
き
家
も
含
め
た
非
住
家
に
も
自
治

体
の
判
断
で
発
行
が
可
能
。
熊
本
地
震
だ

け
で
な
く
、
も
し
も
今
後
災
害
が
起
き
た

際
、
だ
れ
も
が
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
躊
躇
な
く
住
家
・
非
住
家
問
わ
ず
罹

災
証
明
書
を
発
行
で
き
る
よ
う
に
要
綱
の

整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

交
通
防
災
課
長　

他
市
に
お
い
て
は
固
定

資
産
税
を
納
付
さ
れ
て
い
る
空
き
家
や
農

業
用
倉
庫
な
ど
の
非
住
家
に
は
、
住
家
同

様
罹
災
証
明
書
で
の
対
応
を
明
記
し
て
い

る
。
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

公
共
施
設
は
市
民
生
活
を
支
え
る

拠
点
で
あ
る
。安
易
に
統
廃
合
を
し
た
り
、

移
転
を
さ
せ
た
り
す
べ
き
で
は
な
い
。
今

後
個
別
計
画
作
成
の
際
は
、
市
民
参
加
で

検
討
を
進
め
る
べ
き
だ
。

財
政
課
長　

当
然
考
え
て
い
き
た
い
。
し

か
し
、
ま
っ
た
く
白
紙
の
状
態
で
市
民
参

加
を
勧
め
る
の
か
、
あ
る
程
度
の
素
案
を

示
し
て
意
見
を
伺
う
か
な
ど
、
あ
り
方
は

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

 

平
成
28
年
度
特
定
健
康
受
診
率
が

県
内
45
市
町
村
中
ワ
ー
ス
ト
３
位
と
低
迷

し
て
い
る
が
、現
状
分
析
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。ま
た
、４
月
１
日
か
ら
制
度
変
更
と

な
る
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
、税
率

の
引
き
上
げ
も
検
討
し
て
い
る
の
か
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長　

若
い
人
の
受
診

率
が
低
い
。今
後
は
、40
歳
の
新
規
受
診

者
と
新
規
国
保
加
入
者
の
受
診
率
向
上
に

向
け
て
、
特
定
健
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の

交
付
や
個
別
訪
問
に
よ
る
勧
奨
、
特
定
健

診
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
の
拡
大
等
を

検
討
し
て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
県
の
事
業
と
な
り
納

付
金
に
不
足
を
生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
が
、

全
額
基
金
繰
り
入
れ
で
対
応
す
る
予
定
で

あ
る
。
今
後
３
～
４
年
は
基
金
対
応
で
考

え
て
い
る
。

市
長　

特
定
健
診
の
課
題
等
、
種
々
の

デ
ー
タ
を
分
析
し
て
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
み
た
い
。
財
政
課
題
に
つ
い
て
は
、

自
主
財
源
確
保
に
向
け
て
、
国
に
対
し
て

さ
ら
な
る
規
制
緩
和
を
要
望
し
、
民
間
投

資
を
呼
び
込
ん
で
い
き
た
い
。

 

新
聞
報
道
等
で
、
所
有
者
不
明
の

土
地
が
全
国
で
九
州
と
同
じ
く
ら
い
の
面

積
に
上
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
発
生
し

て
い
る
と
あ
る
が
、
市
に
お
い
て
所
有
者

不
明
の
土
地
や
建
物
の
把
握
が
で
き
て
い

る
か
。ま
た
何
か
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

税
務
課
長　

現
状
把
握
は
で
き
て
い
な
い

が
、
課
税
に
つ
い
て
は
問
題
は
生
じ
て
い

な
い
。
現
在
、
国
に
お
い
て
対
策
が
検
討

さ
れ
て
い
る
の
で
動
向
を
見
守
り
た
い
。

 

本
市
は
大
規
模
な
優
良
農
地
を
有

し
て
お
り
、
将
来
の
農
地
集
積
事
業
の
障

害
と
な
ら
な
い
よ
う
積
極
的
な
取
り
組
み

を
期
待
す
る
。

空
き
家
へ
の
罹
災
証
明
書

発
行
の
要
綱
整
備
を

「
健
康
都
市
こ
う
し
」

　
　
　

の
現
状
と
課
題

濱
元
幸
一
郎	

議
員

齋
藤
　
正
昭	

議
員

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
の
個
別

計
画
は
住
民
参
加
で
検
討
を

所
有
者
不
明
の
土
地
に
つ
い
て

特定健診ポスター
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第６期（H27～29）
5,400円/月

第７期（H30～32）
6,200円/月

　
第
１
回
定
例
会
（
３
月
２
日
）
に
お
い
て
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
議
案
第

20
号
・
28
号
は
閉
会
中
の
３
月
５
日
、
12
日
に
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
で
再
度

審
議
さ
れ
３
月
20
日
臨
時
議
会
で
委
員
会
報
告
が
さ
れ
た
後
、
討
論
・
採
決
を

行
っ
た
。

※激しい討論を経て採決の結果、賛成15名、反対３名で
原案を可決した。担当委員会では閉会中審査の採決の際
に保険料の上昇抑制の決議が付帯されまた臨時会本会
議において、国に対する「介護保険制度の見直しに関す
る意見書」が提出され全会一致で可決された。

介護保険制度の見直しに関する意見書

　介護保険制度は、高齢者を社会全体で支える仕組みとして、幾度の改正を経
つつ現在の形へと定着してきた。
　しかしながら、今後の高齢化の一層の進展により、介護給付費はさらに増大す
ることが予想されている。介護給付費の増加に対応するため、介護保険事業計
画の見直しの度に介護保険料は上昇を続けている。
　介護保険制度は、介護が必要なものを社会全体で支えることが肝要であり、世
代間および自治体間で公平性が損なわれることがあってはならない。
　よって、国におかれては、社会経済情勢の変化に対応し、介護保険制度の持続
可能性および安定的な制度運営を確保するため、次の事項を強く要望するもの
である。

記
 １. 　介護保険財政の持続的かつ安定的な運営のため、地方自治体の財政負

担や被保険者の保険料負担が過重とならないよう国費負担割合を引き上
げ、調整交付金の見直しを行うこと。

 ２. 　制度改正にあたっては、保険者である基礎自治体と十分な議論および情
報提供を行うとともに、得られた意見を施策へ反映すること。

 

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成30年　　月　　日

　衆議院議長
　参議院議長
　内閣総理大臣
　財務大臣
　厚生労働大臣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本県合志市議会議長

介護保険料の改定内容

近隣市町村との比較

「介護保険制度の見直しに関する意見書」

臨時議会トピックス！

熊本市 5,700円/月 6,760円/月

菊池市 5,900円/月 6,500円/月

大津町 5,600円/月 6,750円/月

菊陽町 5,700円/月 5,700円/月

45市町村平均 5,633円/月 6,265円/月

 第６期 第７期

14.81％増

800円増

増額の内訳 総給付費 
 (１)国の制度改正による保険料上昇
 (２)基盤整備による保険料上昇
 (３)在宅サービス増による保険料上昇
 (４)基金取り崩し
差し引き

450 円
100 円
300 円
△50 円
800 円

あて

 

１
月
22
日
に
認
可
保
育
園
連
盟
と

九
思
会
・
公
明
党
で
待
機
児
童
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

伺
っ
た
の
で
代
表
し
て
質
問
し
た
い
。
一

番
多
か
っ
た
意
見
が
保
育
士
不
足
で
あ
る
。

本
市
に
は
、
保
育
士
の
資
格
を
持
っ
て
い

る
が
働
い
て
い
な
い
方
も
た
く
さ
ん
い
る
。

広
報
こ
う
し
は
、
毎
月
各
家
庭
に
配
布
さ

れ
て
い
る
が
、
半
ペ
ー
ジ
保
育
園
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
、
眠
っ
て
い
る
潜
在
的
専

門
職
・
保
育
士
の
求
人
案
内
を
し
て
は
い

か
が
か
。
連
絡
先
は
子
育
て
支
援
課
に
し
、

パ
ー
ト
や
正
職
、
希
望
す
る
保
育
園
を
聞

い
て
連
絡
す
る
。
残
り
の
ペ
ー
ジ
に
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
や
子
育
て
支
援
課
に
寄
せ
ら

れ
た
質
問
と
回
答
を
掲
載
す
る
と
、
保
護

者
も
関
心
を
持
た
れ
る
と
思
う
が
。

子
育
て
支
援
課
長　

保
育
士
不
足
の
ほ
か
、

市
内
学
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
も
不
足
し
て

お
り
、「
合
志
市
版
保
育
士
・
学
童
ク
ラ

ブ
支
援
員
人
材
バ
ン
ク
」
が
で
き
な
い
か

内
部
で
情
報
収
集
、
検
討
を
行
っ
て
お
り
、

市
広
報
や
公
式
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
広
く
周
知
が

図
れ
た
ら
と
思
う
。
運
用
に
あ
た
り
登
録

申
込
書
の
様
式
や
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
な
ど
ま
ず
は
素
案
を
作
成
し
、
保
育
園

施
設
長
会
議
、
学
童
ク
ラ
ブ
運
営
協
議
会

等
に
相
談
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た

「
よ
く
あ
る
質
問
」
の
掲
載
に
つ
い
て
は

検
討
し
た
い
と
思
う
。

 

「
子
ど
も
は
大
好
き
だ
が
、
退
園

後
の
事
務
処
理
等
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
る

と
助
か
る
」等
、保
育
士
の
方
々
か
ら
伺
っ

た
。
パ
ー
ト
な
ど
で
埋
め
ら
れ
る
と
助
か

る
の
で
は
な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

平
成
29
年
度
か
ら
、

保
育
士
の
業
務
負
担
軽
減
及
び
離
職
防
止

の
た
め
、
保
育
士
の
資
格
を
所
持
し
て
い

な
い
保
育
補
助
者
を
短
時
間
雇
い
入
れ
る

た
め
に
必
要
な
経
費
を
補
助
す
る
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
30
年
度
に
お
い

て
も
こ
の
事
業
を
継
続
す
る
。

保
育
士
不
足
解
消

　
　

＝
待
機
児
童
解
消

来
海
　
恵
子	

議
員



議会報告会 市内中学生と
市議会との懇談会

　平成30年１月31日（水）議会報告会を開催しました。今年度は、合志中・西合志中・西合志南中の市内の３中学校から、生徒会
役員を中心に29名の生徒に参加して頂き、「市内中学生と市議会との懇談会」と銘打つて、中学生目線からの市内のさまざまな
課題について活発な意見交換が行われました。その主なものを掲載します。

あなたが挑戦してみたいこと

生徒からの質問

懇談会に参加した中学生の感想

あなたが議員に聞いてみたい
こと

500万円あったら中学校の
ために何に使いますか。

合志市にあったらいいなと
思うもの

合志中
•バスの走行、街灯、防犯カメラなどたく
さんの情報を得られて良かった。
•自分も合志市に貢献できる大人になって
いきたいと思った。
•中学校の英検・漢検・数検の1回分を無
料にしてほしい。
•自分は将来教師希望だったが、今回議員
になってみたいと思った。
西合志中
•レターバスや街灯のことで他の中学校の
人も同じことを考えているのが分かった。
•今回の懇談会で私達の意見が少しでも取
り上げられたらいいなと思った。

•合志市内に大規模店舗がなく、市にお金
が入らないという点は重要だと思った。
•「自分達にこれからできることはないか」
と考えて、行動に移していきたい。
西合志南中
•もっと生徒の意見を発言する場を増やし
てほしい。
•３中学校から同様に街灯の要望が出たの
は、校外にたくさんの危険箇所があるからだ。
•たくさんの意見が集まっていて「もっと
聞いてみたなぁ」と思った。定期的に開い
てほしい。
•たくさんのことを聞いて、合志市につい
て詳しくなり、合志市が好きになった。

西合志中・・東さん
地域住民に学校の行事を伝えたい。
地域と交流が深まれば、もっと活気が
出てくる。
西合志中・・平山さん
地域のお年寄りと交流を深めたい。昔
の郷土遊び等で地域に愛着がわく。

合志中・・緒方さん
レターバスは往復路線はできないのか。
回答・・神田議員
難しい現状の中、市も検討中である。
西合志南中・・東さん
プログラミング教育について聞きたい。
回答・・松井議員
ＩＴ社会の到来の中で、ＩＴ人材の育成
は必須である。

西合志中・・宮崎さん
西中校区の人口増により教室が足りな
くなる。対処を聞きたい。
回答・・後藤議員
教室の不足等は事前に予測でき、対応
策は確実にとられる。
西合志南中・・野口さん
合志市の住み良さは都市と緑豊かな
地域とのバランスだと考える。住みよ
い街をこのまま続けるには、どうした
らよいか。
回答・・西嶌議員
本市は健康都市こうしを目指している。
市民の身体の健康だけではなく、市財
政の健康も含まれている。農業政策は
重要な施策の一つである。
回答・・吉永議長
合志市には地産地消推進条例があっ
て農業を大切にしている。

西合志中・・長野さん
夕ブレット授業を導入したい。
西合志南中・・今村さん
電子黒板を設置して授業の効率を上
げたい。
回答・・後藤議員
予算措置を伴うことであるが真摯に受
け止めたい。

西合志中・・井さん
防犯カメラと街灯。通学路が暗く危な
い。不審者が多く不安。
回答・・青山議員
街灯は随時LED化を進めている。防
犯カメラは市内全域に20基設置する
予定がある。
合志中・・宮本さん
合志中付近に賑わいが欲しい。
回答・・池永議員
賑わい創出は現在JTの前に「アン
ビー熊本」が建設中である。

合志市議会だより
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議 会 の 主 な 動 き
（1月〜3月）

【１月】
	 ９日	 熊本県市議会議長会議員研修会
	 11日	 議会広報調査特別委員会
	 12日	 合志市議会議員研修会（第３回）
	 1６日〜18日	 議会運営委員会所管事務調査
	 19日	 全員協議会
	 	 議会広報調査特別委員会
	 24日	 議会広報調査特別委員会
	 25日	 議会運営委員会
	 31日	 第４回議会報告会（市内中学生との意見交換会）
【２月】
	 １〜２日	 議会広報調査特別委員会所管事務調査
	 ２日	 第145回地方財政委員会（東京都）

	 ５日	 議会運営委員会
	 	 第１回定例会開会
	 	 全員協議会　
【３月】
	 ２日	 第１回定例会閉会
	 	 議会広報調査特別委員会
	 ５日	 健康福祉常任委員会
	 １２日	 健康福祉常任委員会
	 １４日	 全員協議会
	 20日	 第１回臨時会
	 	 全員協議会

平成30年第2回定例会日程（予定）

月 日 曜 会議名 主な内容

6

８ 金 本会議 市長提出議案上程及び説明

11 月

本会議 一般質問12 火

13 水

15 金
本会議 質疑、委員会付託

予算決算常任委員会 質疑、各分科会分担付託等　

18 月

常任委員会・
分科会

付託事件の審査
19 火

20 水

21 木

26 火 予算決算
常任委員会

分科会長報告、自由討議

７

2 月 総括質疑、討論、採決

４ 水 本会議

委員会報告
（質疑、討論、表決）

議員提出議案
（上程、質疑、討論、表決）

※日程は、変更になる場合があります。
議会だよりに対するご意見は、合志市議会事務局へ
電話 096-248-1111（代表）  248-2038（直通）
Fax 096-248-2047  メールアドレス gikai@city.koshi.lg.jp

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓
発
映
画

「
あ
ん
」
上
映
会

ア
ン
ビ
ー
熊
本
地
鎮
祭

竹
迫
初
市

小
中
学
校
卒
業
式

野
々
島
市
民
セ
ン
タ
ー
落
成
式

　

１
月
20
日
（
土
）
御
代
志
市
民

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
上
映
後
ド

リ
ア
ン
助
川
さ
ん
・
永
瀬
正
敏
さ

ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
（
木
）
合
志
庁
舎
南

側
、
竹
迫
土
地
開
発
地
域
に
お
い

て
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
民

間
主
導
に
よ
る
開
発
で
ス
ー
パ
ー

セ
ン
タ
ー
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
が
本

年
秋
に
開
業
予
定
で
す
。

　

３
月
４
日
（
日
）
江
戸
時
代
か

ら
続
く
と
さ
れ
る
竹
迫
初
市
が
合

志
中
央
団
地
前
市
道
を
メ
イ
ン
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
合
志
中

学
校
合
唱
部
・
吹
奏
楽
部
が
オ
ー

プ
ニ
ン

グ
セ
レ

モ
ニ
ー

に
花
を

添
え
ま

し
た
。

　

３
月
10
日
（
土
）
に
各
中
学
校

（
６
３
４
人
）、
23
日
（
金
）
に
各

小
学
校
（
６
８
８
人
）
で
開
催
さ

れ
、
学
び
舎
を
卒
業
し
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
（
日
）
野
々
島
公
民

館
か
ら
野
々
島
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

建
替
え
ら
れ
、
地
域
の
新
た
な
防

災
な
ら
び
に
防
災
教
育
の
拠
点
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
の
場
と

し
て
開
館
し
ま
し
た
。
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光
陰
矢
の
如
し
と
言
い
ま
す
。
熊
本
地
震
か

ら
早
２
年
。
本
市
で
の
み
な
し
仮
設
避
難
者
は

約
１
０
０
世
帯
、
住
宅
応
急
修
理
の
終
了
世
帯

が
約
85
％
と
ま
だ
ま
だ
復
旧
途
上
で
す
。

　
４
月
８
日
に
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
が
再
開
し
ま
し
た
。

加
え
て
防
災
拠
点
セ
ン
タ
ー
が
野
々
島
市
民
セ

ン
タ
ー
と
合
志
庁
舎
隣
に
開
館
し
、
い
よ
い
よ

合
志
市
の
復
興
の
槌
音
が
本
格
的
に
起
動
し
始

め
ま
し
た
。
今
後
は
水
・
食
糧
等
の
備
蓄
や
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
地
域
防
災
拠
点

と
し
て
の
機
能
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
今
回
の
熊
本
地
震
で
明
ら
か
に
な
っ

た
よ
う
に
、
大
規
模
災
害
に
お
け
る
行
政
の
震

災
対
応
の
公
助
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
私
た
ち
が
こ
の
防
災
拠
点
を
い
か
に

使
い
こ
な
す
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
会

あ
る
い
は
、
各
自
主
防
災
組
織
や
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
地
区
の
防
災
訓
練
等
で
有

効
に
使
っ
て
い
た
だ
く
共
助
が
大
切
で
す
。

　
地
震
後
２
年
を
経
過
し
次
第
に
そ
の
記
憶
が

薄
れ
行
く
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
私
た
ち

の
子
や
孫
に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
私

た
ち
市
議
会
も
、
熊
本
地
震
の
記
憶
は
し
っ
か

り
と
後
世
に
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。（

青
山
隆
幸
）

議会広報調査
特別委員会
議会広報調査
特別委員会 編

集
後
記

編
集
後
記

委 員 長　坂本　武人

副委員長　濱元幸一郎

委　　員　松本　龍一

委　　員　青山　隆幸

委　　員　野口　正一

委　　員　澤田　雄二

熊本地震合志市被災総件数

合志庁舎（増築棟）が完成しました！！

１階は防災拠点センター（避難所・備蓄倉庫）
です。　

２階は都市計画課・建設課、学校教育課等、
11事業部門が移りました。

罹災証明の交付状況

全　　　壊 176件
大規模半壊 94件
半　　　壊 1249件
一 部 損 壊 7242件

家屋解体撤去（住家） 293件
家屋解体撤去（非住家） 299件
ブロック塀等撤去 36件
ガレキ処理済 141件

平成30年３月31日現在

※被災された皆さまの一日も早い復興を願い、議会報での被災報告は今回をもって最終報告とさせて頂きます。

災害廃棄物処理状況
平成30年3月31日現在

４月１０日（火）午前中に小学校、午後に中学校の
入学式がありました。ご入学おめでとうございます。

　４月８日（日）合志市
総合センター「ヴィー
ブル」の災害復旧記
念式典（オープニン
グセレモニー）があり
ました。小学生７校新入学児童数合計　808 人

中学校３校新入学生徒数合計　649 人


